
第2次北斗市男女共同参画基本計画  個別事業調書

テーマ１　人間それぞれの“個”を認め合い、思いやりと優しさを育む社会の形成

ア　男女の人権尊重意識に立った男女平等意識の啓発の推進

４
～
６
月

７
～
９
月

１０
～
１２
月

１
～
３
月

（ｱ）
家庭、職場、地域など様々な場における慣行のうち、性別による偏りに
つながるおそれのあるものについて、広くその見直しを呼びかけます。

通年 ○ ○ ○ ○

（ｲ）
「男女共同参画週間」などの多様な機会を通じ、誰もが男女平等参画の
理念や社会的性別（ジェンダー）の視点についての正しい理解ができる
よう、啓発を進めます。

通年 ○ ○ ○ ○

（ｳ）
市の発行する広報誌等において、社会的性別（ジェンダー）に配慮した
表現に留意します。

広報誌、ＨＰ等に掲載するイラスト等について性別の固定概念にとらわれない内容表
現に配慮した掲載となるよう確認、校正を行った。

通年 〇 〇 〇 〇

市民課

総務課

R3

市民課

担当課名
小
区
分

主要施策 具体的な取組内容
事業
期間

備考

内閣府や関係機関から発行される刊行物、チラシ等の公共施設への設置による市民
への情報提供を実施した。
地域の特性を活かしつつ、関係機関からの情報を参考に、北斗市男女共同参画プラ
ン推進協議会と連携し、協議会会員への学習機会の提供、年1回発行の協議会広報
誌「ぱぁとなぁしっぷ」を通じた男女共同参画の理念に関する資料及び情報の収集と
提供を行った。



第2次北斗市男女共同参画基本計画  個別事業調書

テーマ１　人間それぞれの“個”を認め合い、思いやりと優しさを育む社会の形成

イ　男女共生や性に関わる学校教育及び生涯学習機会の充実

４
～
６
月

７
～
９
月

１０
～
１２
月

１
～
３
月

（ｱ） 学校教育の場における男女平等教育を推進します。
教育現場においては基本「学習指導要領」に基づき学校教育活動において指導を
行った。

通年 〇 〇 〇 〇

（ｲ）
家庭内において固定的な性別役割分担意識を払拭し、家事、育児、介
護など男女が平等に共同して担っていくという意識を醸成します。

・教育講演会
家庭教育支援の一環として、保護者への学びの場の提供にするため、ＰＴＡ研修会な
どを通じて、教育講演会を開催することにより、家庭での男女平等意識の醸成を図っ
た。

12月 ○

（ｳ）
妊娠・出産という母性の重要性への認識を深めると共に、性と生殖に関
する健康・利権（リプロダクティブ・ヘルス／ライツ）の配慮がなされるよ
う、家庭教育等を支援する学習機会の充実を図ります。

学習指導要領に基づき保健体育、道徳等の授業にて指導するとともに,、子ども子育
て支援課による思春期教室を市内小中学校で実施した。

通年 〇 〇 〇 〇

（ｳ）
妊娠・出産という母性の重要性への認識を深めると共に、性と生殖に関
する健康・利権（リプロダクティブ・ヘルス／ライツ）の配慮がなされるよ
う、家庭教育等を支援する学習機会の充実を図ります。

・思春期教室
・思春期ネットワーク会議
子ども達が自分や周りの人を大切にし、健康な体づくりや性行動について正しい知識
や考えを持つことで心身ともに健康な大人になることを目的に市内小学校・中学・高
校への思春期教室を実施。また、思春期保健に係わる保健・医療・教育等関係機関
において、年３～４回思春期ネットワーク会議を開催した。

通年 〇 〇 〇 〇

（ｴ）
性に対する正しい知識と性犯罪を撲滅するための人権教育を推進しま
す。

学習指導要領に基づき保健体育、道徳等の授業にて指導するとともに、事案が発生
した場合は、各学校にて、構成員が学校職員、市役所、教委、警察（生活安全課）か
らなる「サポートチーム会議」を開催し対応した。

通年 〇 〇 〇 〇

（ｴ）
性に対する正しい知識と性犯罪を撲滅するための人権教育を推進しま
す。

人権擁護委員による各種行事などでの人権尊重意識の普及活動や、性差別やセク
シュアルハラスメント・インターネット上での誹謗中傷などを対象とした人権悩み事相
談のサポートや周知を行った。

通年 ○ ○ ○ ○

（ｵ）
男女共同参画の趣旨に賛同する各種団体等と連携し、啓発や研修会を
通して男女共同参画の意識の高揚を図ります。

北斗市男女共同参画プラン推進協議会と連携し、広報誌「ぱぁとなぁしっぷ」にて「男
女共同参画社会」の啓発を行った。

4月 〇

社会教育課

学校教育課

R3

市民課

学校教育課

市民課

子育て支援課

学校教育課

担当課名
小
区
分

主要施策 具体的な取組内容
事業
期間

備考



第2次北斗市男女共同参画基本計画  個別事業調書

テーマ１　人間それぞれの“個”を認め合い、思いやりと優しさを育む社会の形成

ウ　配偶者やパートナーなどからの暴力の根絶

４
～
６
月

７
～
９
月

１０
～
１２
月

１
～
３
月

（ｱ）
女性への暴力等に関する実態を把握し、社会的関心を喚起すると共
に、相談窓口の所在等について広く周知徹底するほか、関係機関と連
携し差別及び暴力を防止・対処するための体制の構築を進めます。

家庭児童福祉に関する相談指導業務として相談員を配置しDV相談を受け、適切な関
係機関へ繋げるとともに、DV専門相談窓口の周知を行った。

通年 〇 〇 〇 〇

（ｱ）
女性への暴力等に関する実態を把握し、社会的関心を喚起すると共
に、相談窓口の所在等について広く周知徹底するほか、関係機関と連
携し差別及び暴力を防止・対処するための体制の構築を進めます。

市ＨＰにより「女性に対する暴力をなくす運動」についての周知及び、各種ＤＶ被害等
の相談・通報窓口（ホットライン）の周知を行った。
広報誌による、女性に対する暴力をなくす運動の周知を行った。

通年 ○ ○ ○ ○

（ｲ）
生活保護法、児童福祉法、母子及び父子並びに寡婦福祉法その他の
法令の定めるところによりＤＶ被害者の自立を支援するために必要な措
置を講じます。

生活保護：特定非営利活動法人ウィメンズネット函館と連携を図り、同法人が運営し
ている駆け込みシェルターにてDV被害者を一時保護した際には、生活保護を適用し
自立支援を行った。

通年 〇 〇 〇 〇
北斗市

福祉事務所

市民課

R3

事業
期間

備考

子育て支援課

担当課名
小
区
分

主要施策 具体的な取組内容



第2次北斗市男女共同参画基本計画  個別事業調書

テーマ１　人間それぞれの“個”を認め合い、思いやりと優しさを育む社会の形成

エ　男女共同参画を阻害するあらゆる暴力の根絶

４
～
６
月

７
～
９
月

１０
～
１２
月

１
～
３
月

（ｱ）

性や暴力表現を扱った出版物等の取扱いなどについては、法令に基づ
く適切な対応をし、青少年の健全な育成を阻害するおそれのある社会
環境の浄化を継続的に行います。また、若年層における交際相手から
の暴力（デートＤＶ）防止のため、啓発に努めます。

北海道から立入調査員として発令されている市民課職員が市内のコンビニ、携帯電
話ショップ等巡回し、有害図書等の発売実態調査を実施した。（青少年保護育成巡回
活動）
デートＤＶについてＨＰや広報での周知や、男女共同参画プラン推進協議会と協力し
ての講演会を検討。また、学校において人権擁護委員による「人権教室」を開催し、若
年層への啓発を行った。

通年 ○ ○ ○ ○

（ｲ）
学校教育の場をはじめ、生涯学習などの様々な場において、インター
ネットなど多種多様なメディアからもたらされる情報を、主体的に判断す
ることができる能力（メディア・リテラシー）の育成に努めます。

市内小中学校において、タブレット端末が整備され、その中で望ましい情報モラルに
ついての理解も深め児童生徒の情報活用能力を育成している。
（北斗市タブレット端末導入を基盤としたＩＣＴ教育にかかるプロジェクト）

通年 〇 〇 〇 〇

R3

市民課

学校教育課

担当課名
小
区
分

主要施策 具体的な取組内容
事業
期間

備考



第2次北斗市男女共同参画基本計画  個別事業調書

テーマ２　対等な社会参加で能力発揮をめざす環境づくり

ア　男女共同参画社会づくりに関わる法令等の周知徹底

４
～
６
月

７
～
９
月

１０
～
１２
月

１
～
３
月

（ｱ） 男女共同参画社会づくりにかかわる法令等の周知を図ります。 通年 ○ ○ ○ ○

（ｲ）
様々な社会活動の場において、全ての人が自らに保障された法律上の
権利や、権利の侵害を受けた場合の対応等について、正確な知識を得
られる「法識字」の推進を図る必要があります。

通年 ○ ○ ○ ○市民課

R3

市民課

担当課名
小
区
分

主要施策 具体的な取組内容
事業
期間

備考

男女共同参画の趣旨に賛同する各種団体等と連携を図り、研修会への参加及び会
員を通じて法令等の周知を行った。



第2次北斗市男女共同参画基本計画  個別事業調書

テーマ２　対等な社会参加で能力発揮をめざす環境づくり

イ　市及び事業者等の政策・方針決定過程への女性参画の拡大

４
～
６
月

７
～
９
月

１０
～
１２
月

１
～
３
月

（ｱ）
市の条例や規則などによって置かれている審議会や委員会において、
積極的に女性の参画を推進します。

・審議会等への女性の参画推進
新規で委員や役員を選出する際には、女性の登用について考慮した上で決定してい
る。

なし
選出は各所管課
＜随時実施＞

（ｲ）
市職員については、地方公務員法に定める平等取扱の原則と成績主
義の原則に基づきながら、女性の採用・登用等を促進します。

・市職員への女性の採用拡大・登用促進
市職員については、あくまでも地方公務員法に定められている平等取扱の原則と成
績主義の原則に基づき採用している。

なし ＜随時実施＞

（ｳ）
事業者等の方針決定過程への女性の参画について、企業や民間団体
等に情報の提供や協力要請を行うとともに、啓発等を通じて社会的気
運の醸成を図ります。

・男女雇用機会均等法、育児・介護休業法等の制度周知及び啓発
国や北海道が作成したチラシ等を公共施設に設置するほか、商工会の協力等を得て
周知及び啓発促進を行った。
また進路状況調査や雇用状況等調査では、雇用における男女別の実態把握に努め
た。

通年 ○ ○ ○ ○

総務課

水産商工労働課

R3

総務課

担当課名
小
区
分

主要施策 具体的な取組内容
事業
期間

備考



第2次北斗市男女共同参画基本計画  個別事業調書

テーマ２　対等な社会参加で能力発揮をめざす環境づくり

ウ　雇用等の分野における男女の均等な機会と待遇の確保対策の推進

４
～
６
月

７
～
９
月

１０
～
１２
月

１
～
３
月

（ｱ）
男女雇用機会均等法の履行確保を図るため、事業者等に対し法の啓
発や情報の提供などを積極的に行います。

通年 ○ ○ ○ ○

（ｲ）
男女労働者間の格差を解消するために、事業者等に対して雇用格差の
積極的改善措置を進めるよう働きかけます。

通年 ○ ○ ○ ○水産商工労働課

R3

水産商工労働課

担当課名
小
区
分

主要施策 具体的な取組内容
事業
期間

備考

・男女雇用機会均等法等の制度周知及び啓発
国や北海道が作成したチラシ等を公共施設に設置するほか、商工会の協力等を得て
周知及び啓発促進を行った。
また進路状況調査や雇用状況等調査では、雇用における男女別の実態把握に努め
た。



第2次北斗市男女共同参画基本計画  個別事業調書

テーマ２　対等な社会参加で能力発揮をめざす環境づくり

エ　地域社会における男女共同参画の促進

４
～
６
月

７
～
９
月

１０
～
１２
月

１
～
３
月

（ｱ）
スポーツ活動、文化活動、趣味・娯楽、ボランティア活動、レクリエーショ
ン活動など、人間が生涯にわたって豊かに生きていくための活動の場
の提供と環境の整備・充実を図ります。

・成人大学講座
・生涯学習講座　※一部中止
・高齢者大学
・学習体験ひろば　※
・市民文化祭　※
・市民音楽祭
・ふるさと歴史講座　※一部中止
・早朝日曜マラソン　※一部中止
・市民駅伝競走大会　※
・市民スポーツのつどい
・ラジオ体操普及事業（ビデオ審査）
・各種体力づくり教室　※一部中止
・各種水泳教室　※一部中止
上記事業を通じ幅広い世代に活動や発表の場を提供するとともに、男女平等意識の
高揚に努めた。

通年

※この事業について
は、新型コロナウイ
ルス感染拡大防止
の観点から中止（又
は一部中止）

〇 〇 〇 〇

（ｲ）
町内会・自治会への加入を促進し、あらゆる家庭の男女が地域に参画
することを推進します。

具体的な取組として予定していた加入促進活動先進地への視察が新型コロナウ
イルス感染拡大により中止となったため、町会連合会独自で行った町内会運営
に関するアンケートの調査結果を基に、連合会の役員会の中で協議し、各町会
の地域性（会員数、年齢層等）を生かした取り組みとして、町会の区域や規
模、形態が類似している町会毎にそれぞれの問題提起を行う場を設け、あらゆ
る方が参画できる地域づくりを探る準備を行っている。合わせて転入者への町
内会の紹介及び活動の周知を行った。

通年 ○ ○ ○ ○

（ｳ）
防災分野における男女のニーズを考慮し、男女を問わず地域防災活動
への積極的な参加を促します。

コロナの影響で、具体的な地域防災活動はできなかったが、コロナ後の展開に向け、
防災連絡会議の定例会議において、活動方針の協議を行った。

通年 〇 〇 〇 〇総務課

市民課

R3

社会教育課

担当課名
小
区
分

主要施策 具体的な取組内容
事業
期間

備考



第2次北斗市男女共同参画基本計画  個別事業調書

テーマ３　安心して暮らせるための環境と健康づくり

ア　多様なライフスタイルに対応した子育て支援の充実

４
～
６
月

７
～
９
月

１０
～
１２
月

１
～
３
月

（ｱ）
共働き家庭など留守家庭の児童に対し、放課後に適切な遊びや生活の
場を与え、その健全育成を図る、放課後児童クラブの充実に努めます。

・放課後児童健全育成事業
市内１７カ所、学校・住民センター・保育園や子育て拠点施設で開設し教諭や保育士
等の資格を有する支援員を配置し、利用児童の安心・安全な児童の適切な遊び場や
生活の場の提供を実施した。

通年 〇 〇 〇 〇

（ｲ）
子育てにおいて孤立感などを抱いている、母親とその子どもが気軽に
集い、情報交換や仲間づくりにより、育児不安を解消するために、子育
て支援センターや子育て拠点施設などの充実に努めます。

・地域子育て支援事業
市内３カ所の子育て支援センター（月～金）、２か所の子育て拠点施設（月～土）、週１
回の出張ひろば１カ所を開設し、保護者と子どもが気軽に遊ぶ場を提供しながら、保
護者の育児不安の解消に努めた。
・妊娠出産包括支援事業
妊娠・出産において、産前産後ヘルパー派遣事業及び産後ケア事業等の妊娠出産包
括支援事業を実施し、多様なライフスタイルに応じた子育て支援の充実に努めた。

通年 〇 〇 〇 〇

(ｳ)
ひとり親家庭の児童の健全育成を図るため、母子・父子自立支援員等
による適切な問題解決や社会的自立のための生活相談支援を強化し
ます。

・母子・父子自立支援事業
母子・父子自立支援員を配置し、ひとり親の窓口相談や訪問を行い、母子・父子家庭
の適切な生活自立支援の強化に努めた。

通年 〇 〇 〇 〇

子育て支援課

子育て支援課

R3

子育て支援課

担当課名
小
区
分

主要施策 具体的な取組内容
事業
期間

備考



第2次北斗市男女共同参画基本計画  個別事業調書

テーマ３　安心して暮らせるための環境と健康づくり

イ　母性健康管理対策の推進

４
～
６
月

７
～
９
月

１０
～
１２
月

１
～
３
月

（ｱ）
事業者等に対し、女性が働きながら安心して子どもを生むことができる
環境を整備するよう働きかけます。

・育児・介護休業法等の制度周知及び啓発
国や北海道が作成したチラシ等を公共施設に設置するほか、商工会の協力等を得て
周知及び啓発促進を行った。

通年 ○ ○ ○ ○

（ｱ）
事業者等に対し、女性が働きながら安心して子どもを生むことができる
環境を整備するよう働きかけます。

・母子・父子自立支援事業
母子・父子自立支援員を配置し、ひとり親の窓口相談や訪問を行い、母子・父子家庭
の適切な生活自立支援の強化に努めた。

通年 〇 〇 〇 〇

（ｲ）
事業者等に対し、男女が働きながら安心して子どもを育てることができ
るよう、育児・介護休業取得を促進します。

・育児・介護休業法等の制度周知及び啓発
国や北海道が作成したチラシ等を公共施設に設置するほか、商工会の協力等を得て
周知及び啓発促進を行った。

通年 ○ ○ ○ ○水産商工労働課

R3

水産商工労働課

担当課名
小
区
分

主要施策 具体的な取組内容
事業
期間

備考

子育て支援課



第2次北斗市男女共同参画基本計画  個別事業調書

テーマ３　安心して暮らせるための環境と健康づくり

ウ　健康保持・増進の推進

４
～
６
月

７
～
９
月

１０
～
１２
月

１
～
３
月

（ｱ）

高齢者と障がい者が安心して生活が送ることができるよう地域全体で支
え、地域の一員として生活ができるよう、地域住民などによるボランティ
ア活動の推進に努めます。高齢者と障がい者の自立と生きがいづくりの
支援に努めます。

・生活支援体制整備事業
北斗市高齢者保健福祉計画に基づき、高齢者の生活支援体制整備を目的とした事
業の実施した。

通年
新型コロナウイルス
感染予防の為、今年
度は縮小して実施

〇 〇 〇 〇

（ｲ）
老人クラブ活動への支援に努めるとともに、スポーツやレクリエーション
活動を充実し、だれもが気軽に参加しやすい環境づくりを促進します。

・ふれあい運動会
地域における社会福祉活動を行なっている単位老人クラブや老人クラブ連合会の活
動の支援し、老人クラブの活性化を図るため、高齢者のいきがいづくりと健康増進を
図ることを目的とし、毎年５８歳以上の市民を対象とした高齢者運動会を開催した。

中止
新型コロナウイルス
感染予防の為、今年
度は中止

（ｳ）
健康保持の視点から、「自分の健康は、自分で守る」という意識の啓蒙
を図り、健康に関わるグループづくりの支援に努めます。

・地域介護予防支援事業
地域における住民主体の介護予防活動の育成・支援として、社会福祉協議会に委託
している「ふまねっと」「いきいきふれあいサロン」の普及を行なった。

通年
新型コロナウイルス
感染予防の為、今年
度は縮小して実施

〇 〇 〇 〇

保健福祉課

保健福祉課

R3

保健福祉課

担当課名
小
区
分

主要施策 具体的な取組内容
事業
期間

備考



第2次北斗市男女共同参画基本計画  個別事業調書

テーマ３　安心して暮らせるための環境と健康づくり

エ　介護・看護の支援体制の充実

４
～
６
月

７
～
９
月

１０
～
１２
月

１
～
３
月

（ｱ）
介護負担を社会全体で支え合えるような体制づくりや各種福祉サービス
の充実に努めます。

・緊急通報システム設置事業等
１人暮らし高齢者等が、在宅で充実した生活を送ることができるよう、地域自立生活支
援事業の一環である緊急通報システムの設置を実施した。

通年 〇 〇 〇 〇

（ｲ）
在宅生活を支える24時間ケアの実現に向け、地域密着型サービスの充
実に努めます。

・介護予防・日常生活支援総合事業
在宅の要介護高齢者の日常生活を支援していくうえで、介護と看護サービスを包括的
かつ継続的に提供していくため、ニーズにあった地域密着型サービスの提供について
の検討を実施した。

通年 〇 〇 〇 〇

（ｳ）
保健・福祉・医療等の関係機関が連携した地域ケアシステムの構築に
努めます。

・包括的支援事業
保健・医療・福祉関係者などの連携のもと、医療をはじめとした様々な支援が包括的
かつ継続的に提供される「地域包括ケアシステム」を支える連絡調整・総合相談機関
としての役割を担う、地域包括支援センターとの連携し、「地域包括ケアシステム」の
構築に努めた。

通年 〇 〇 〇 〇

（ｴ） 男女の介護力向上及び人材の育成に努めます。
介護・福祉人材は慢性的に不足している状況にあり、看護師、介護支援専門員等の
介護・福祉人材確保に向けた支援に努めた。

通年 〇 〇 〇 〇

保健福祉課

保健福祉課

保健福祉課

担当課名
小
区
分

R3

具体的な取組内容
事業
期間

備考

保健福祉課

主要施策


